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＜連絡事項＞

・再度指摘されたので今後はオンライン面会用のパソコンのスイッチは切らない様にして下さい。
・再度指摘されたので、基準寝具定期交換伝票の連絡事項箇所に病棟の患者総数を記入して提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・成田　早希様～郵便局に行き入院費引き出しの為、スタッフ付き添いで
13：00～13：30迄外出予定です。

・若沢　理子様～15：00叔母様来院され小遣い銭5000円持参とオンライン面会の予定
　　　　　　　　です。
・濱　義弘様～父様来院され、冬服持ち込みあったが、本人様が着用しない衣服返却し

　　　　　　　　　たかった物が渡せなかった為、再度連絡し26日に、父様来院予定の為、
医事から連絡があったら手渡す様にして下さい。
＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～日中は奇異行動や独語なく依存てき発言なく自力歩行でレストラン移動や活動に参加出来ています。車椅子使用なく積極的に行動され活動性がみられています。
・立花　圭様～午前中は、ホールでや休み休みしながら塗り絵をしていました。話しかけあるが執拗さなく易怒性見られず、過ごすことができていました。引き続き他者とのトラブルとならないよう適宜介入行っていきます。

・工藤　みず紀様～今日の深夜帯から洗濯代に関して200円取らず、千円札を全部取ろうとしたり、小銭を摂るが持っている財布に入れようとして預かったと報告受けていました。その後、日課の流れの状態や朝食のレストラン移動を確認していたが問題なく経過していた。午前OTに参加出来問題行動なく終了し病棟に戻ってくるとき、スタッフにみられない様に先頭にたち階段を下りたりする行動見らえるが北病棟のオートドア入口に立っているが病棟に戻った姿を確認できず、探すといない為、日勤スタッフ、ＯＴスタッフに報告し捜索し外来に受診に来ていたスタッフから外に出て行ったと情報が聞かれ自宅方面迄捜索し見つけて帰院。理由は、「母が休みだから欲しい物を一緒に買いにいきたくて」とおたえていた。スタッフに一言話す様説明に「話したらダメと言われるから」と言い、悪い事をしたと思わず謝る言葉も聞かれていなかった。主治医に上記内容を報告後、処遇として西病棟へ転出と指示を受け13：30に転出となっています。
・若沢　理子様～日課の流れは問題なくおこなっていた。スタッフにおととい生理になったと話され生理ナプキンを交換しているがシーツが汚染の為交換する時、頭をぶつけて怪我をしたか出血だと他のスタッフに反した事で確認し頭部全体を確認するも外傷、腫脹もない事から生理の汚染だと説明に納得されています。血痕かた見て、昨日のよるに付いた物として洗濯をして汚れを落とし処理しています。学生の方と行動を共にしている様で他者交流見らないで過ごされていた。15時にオンライン面会時手を振ったり楽しそうに会話されて終了されています。
<田名部診察・情報＞
畑中　成夫様～夜間の睡眠は概ねとれていて食事の摂取もできている。身体面ではヘルニアの疼痛はあるとみられ、上体を曲げて歩行しているが、移動は独力でできている。作業療法にも参加は続けていて、独自の書き物や調べものをしている。宗教体系的な妄想は同様にあるが、性愛的な欲求を教義にあてはめたような言動をしていることがあったようである。他患者とのトラブルはない。継続でジクロフェナックを寝る前に飲みたいとのことで明日から就床前薬1日1回7日分臨時で処方。継続でフェルビナスチック軟膏1本処方。
立花　圭様～食事形態をもとに戻したいと言われ明日から主食ごはんに変更となる。また、隣室者の独語がきになったり、物音にも敏感になり眠れない事や苛々があるようだが症状で独語があるので、気にしないよう伝えられ納得されている。内服薬同内容で処方。
高田　まき様～夜間の眠りについて、夜中目が覚めてボーっとしていて3時頃までうつらうつらして寝て5時頃に起きます。どうしてですかと訴える為、就床前薬服薬時間を21時にしてはとアドバイスを受け20時30分に飲んでも良いですか今日からやりますと答えている内服薬同内容で処方。
三浦　綾子様～幻聴が収まれば眠れると思います。内服薬のブロナセリンを増量により幻聴が少し軽くなったとのこと。徐々に自宅に退院と退院を検討しているが片付け等あり、大変にならない様にと言われ納得されている。
金　留示子様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では頻尿などの不調もなく過ごしていて、普段は之まで通りに作業療法に参加していろいろな課題に取り組めている。精神症状面で抑うつはなく、今後はまた、之までの名義変更など進めていくと話している。
高橋　伸治様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では、やはり失調性歩行と右上肢の過伸展はみられるが、移動などはできていて、普段の作業療法にも参加は続けている。精神症状面でも、残遺欠陥状態は同様であるが、疎通は短い発話ながら穏やかにとれている。
尾嵜　マリ子様～日常生活全般に発動性が低いことが目立ってきた印象がある。そうした点をスタッフからも指摘されているが、腰や下肢などの疼痛があるなどの身体的症状もあると思われる。精神病陽性症状はみられることはなく、疎通はゆっくりと静かににとれている。内服薬同内容で処方。
成田　早希様～9月20日～21日まで、グループホームでの体験外泊とデイケア参加をしてきているが、本人の印象としても好いものであったようで、今後の利用が見込まれる。病院内でも作業療法に参加を続けるなど活動性は保たれていて、精神症状面でも気分症状や妄想言動などはなく経過している。
若沢　理子様～退院に関して問いかえる様子見られる。叔母様と考えている最中な事を伝える。本人から食事にヨーグルトにしたいとの事で朝食時は牛乳からヨーグルトに変更となる。明日の朝からと指示記入。
堀切川　秀子様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面でも糖尿病関連症状などもなく過ごしていて、普段は之まで通りに作業療法に参加して塗り絵など行っている。精神症状的にも、抑うつはなく、また他患者への過干渉行為もみられない状況である。
会津　虜子様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面でもバイタルサインの悪化などはなく、ふだんは之まで通りに作業療法に参加して課題に集中して取り組めている。精神症状面で、幻聴などの陽性症状もなく、静穏に的確に疎通がとれている。
澤田　裕也様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面でも不調はない。普段の生活状況について尋ねると、「暇すぎます」というが、今後は自宅退院を目標として、生活の準備に忙しくなると思われることを話している。希死念慮などの精神症状はなく、淡々とした様子で過ごしているが、作業療法などには参加ができている。
飯豊　信雄様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面でもバイタルサインの悪化もなく、普段は之まで通りに作業療法に参加して計算問題を主に行っている。精神症状面では残遺欠陥状態であるが、目立った易怒性などはなく、簡単な内容では静穏に疎通がとれている。
袴田　隆裕様～今後の方向として10月3日の退院の見込みとなり、体験利用を行ってきたグループホーム入所となり、就労支援B型事業所を利用していくことになる。病院内での様子としては、之まで同様に日中は作業療法で色々な活動にも取り組め手いて、精神症状的に幻聴や強い不安症状もなく過ごせている。
内服薬同内容で処方。
若沢　広志様～元の妻が迎えにきてそこに泊ったとの事。外泊中に薬の飲みかたを間違えたようなので、朝食後薬は止めて夕・就床前薬で処方を検討することを伝えている。また、診断書を早めに書いてもらえると保険会社に提出する事で病院の支払いも楽になるかと思ってどうですかと聞いている。外泊中動物（犬・猫・ニワトリ）等に会えて癒されたと話し診察終わる
